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秋のワーキングホリデー�
しっかり育った柿を持ち�
選別作業でにらめっこ�
フィリピン生まれの参加者が�
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●行政評価の取組を紹介します�特
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介
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限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
施
策
や
事
業
を
進
め
て
い
く

た
め
に
、
市
で
は
平
成
15
年
度
か
ら
、
行
政
評
価
の
導
入
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
、
そ
の
取
組
の
概
要
と
進
捗
状
況
を
お

伝
え
し
ま
す
。�

　
11
月
10
日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
「
事
務

事
業
進
行
管
理
表
」
の
内
容
は
、
事
業
の
担
当
課
が
自
己
評
価
し
、

成
果
を
高
め
る
た
め
に
ど
う
改
善
し
て
い
く
か
と
い
う
案
で
す
。
ま
だ

ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
の
行
政
評
価
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　 

政
が
進
め
て
い
る
施
策
や
事

業
を
目
的
か
ら
整
理
し
、
よ
り
効

果
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
仕
組

み
で
す
。�

　
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
は
、
限

ら
れ
た
資
源
を
有
効
活
用
し
た
施

策
や
事
業
の
重
点
と
選
択
が
よ
り

重
要
と
な
り
ま
す
。�

　
「
な
ぜ
、
こ
の
事
業
を
進
め
る

の
か
」
「
こ
の
事
業
で
何
が
良
く

な
っ
た
の
か
」
な
ど
が
明
確
に
な

り
、
い
く
ら
使
っ
て
何
を
し
た
か

で
は
な
く
、
ど
ん
な
成
果
が
あ
っ

た
の
か
、
そ
の
成
果
の
向
上
に
は

ど
う
す
べ
き
か
が
分
か
る
、
そ
れ

が
行
政
評
価
で
す
。�

　
具
体
的
な
事
業
の
流
れ
は
、
下

図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　 
れ
ら
の
過
程
を
通
じ
て
、
市

役
所
の
計
画
策
定
・
予
算
編
成
・

組
織
人
事
管
理
の
仕
組
み
を
変
え

て
い
き
ま
す
。�

　
ま
ず
は
市
役
所
内
部
か
ら
「
良

く
見
せ
る
た
め
の
評
価
」
で
は
な

く
「
良
く
な
る
た
め
の
評
価
」

を
行
い
ま
す
。
そ
の
情
報
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
伺
う
こ
と
で
、
市
役
所
の

仕
組
み
も
変
え
て
い
き
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

各種事業 ( 事務事業 )

基本事業�

施　策�

政　策�

公開中�

行政評価�
ピラミッド�

　 

で
は
、
現
在
、「
第
４
次
基
本

構
想
・
計
画
」
に
基
づ
き｢

人
も

自
然
も
美
し
く
、
輝
く
ま
ち
飯
田

　
環
境
文
化
都
市｣

を
目
指
す
都

市
像
と
し
て
政
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。�

　
そ
の
「
政
策
」
を
行
う
た
め

の
「
施
策
」
と
い
っ
た
関
係
で
、

行
政
評
価
は
右
図
の
よ
う
な
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
各

階
は
、
目
的
と
手
段
の
関
係
で
連

鎖
し
、
具
体
的
な
手
段
と
し
て
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

　 

で
は
、
各
種
事
業
の
状
況
を

「
事
務
事
業
進
行
管
理
表
」
に
ま

と
め
内
部
評
価
し
、
公
表
し
て
い

ま
す
。（
詳
細
左
ペ
ー
ジ
）�

　
そ
し
て
将
来
的
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
評
価
し
て
い
た

だ
く
、
外
部
評
価
の
仕
組
み
を
取

り
入
れ
る
予
定
で
す
。�

　
ま
た
、
各
種
事
業
の
状
況
だ
け

で
な
く
、
そ
の
事
業
の
目
的
と
し

て
進
め
て
い
る
、
政
策
や
施
策
の

状
況
も
公
表
し
て
い
き
ま
す
。�

行
政
評
価
と
は
？�

行�

計画（Ｐlan）�
計画策定�
予算編成�

計画の実施� 結果を振り返る�

実行（Do）� 評価（See）�

次年度の計画へ反映�

市民の声�

政
策
と
事
業
の
関
係�

こ� 　 

の
仕
組
み
は
、
事
業
を
計
画

し
て
実
行
し
、
そ
の
成
果
を
検
証
、

そ
し
て
次
年
度
の
計
画
へ
反
映
さ

せ
て
い
く
流
れ
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

こ�

市�

市�

※現在は設定して�
　いません。�
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■連絡先�
　●行政評価制度全般に関すること�
　　企画課　行政経営係　1（22）4511　内線2221�
　　Ｅメール　ic0738@city.iida.nagano.jp�
　●各種事業の内容に関すること�
　　1（22）4511へダイヤルし、交換手へ事業を�
　　担当する課名をお伝えください。�

　
生
活
雑
排
水
汚
泥
処
理
事
業�

　
環
境
保
全
課�

　
将
来
的
に
「
廃
止
」
と
し
、

廃
止
時
期
は
担
当
課
で
他
の
事
業

の
進
捗
状
況
も
考
慮
し
て
16
年

度
中
に
検
討
し
決
定
す
る
。�

　
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
沈
殿

槽
の
義
務
化
の
廃
止
。
併
せ
て
合

併
浄
化
槽
の
設
置
義
務
化
を
検
討

し
、
16
年
度
中
に
方
向
性
を
出
す
。�

　
大
門
座
光
寺
線
整
備
事
業�

　
土
木
課�

　
「
休
止
」
＝
新
た
に
「
飯
田
市

環
状
道
路
検
討
事
業
」
を
立
ち

上
げ
、
振
り
替
え
る
。�

　
丸
山
羽
場
第
三
地
区
土
地
区
　

　
画
整
理
事
業
　
都
市
整
備
課�

　
事
業
と
し
て
は
「
休
止
」
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
地
域
に
お
け
る
取
り

組
み
の
状
況
や
関
係
機
関
と
の
協

議
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
旦
原
点
に

戻
っ
て
再
出
発
す
る
。�

　
飯
田
運
動
公
園
整
備
事
業�

　
都
市
整
備
課�

　
「
休
止
」
＝
総
事
業
費
も
多
額

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
一
時
休
止

と
し
、
全
体
計
画
に
つ
い
て
見
直

し
を
図
る
。�

　
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
　

　
業
（
湯
川
交
差
点
付
け
替
え
）�

　
土
木
課�

　
「
休
止
」
＝
県
事
業
の
進
捗
に

合
わ
せ
計
画
検
討
す
る
。�

　
市
民
プ
ー
ル
管
理
運
営
事
業�

　
ス
ポ
ー
ツ
課�

　
50
ｍ
プ
ー
ル
に
つ
い
て
「
廃
止
」

と
す
る
。
25
ｍ
プ
ー
ル
は
当
面
存

続
す
る
。�

　
廃
止
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
議
論
を
踏
ま
え
方
向
を
出

す
。�

　
乳
幼
児
医
療
給
付
事
業�

　
保
健
課�

　
17
年
度
か
ら
、
「
所
得
税
非
課

税
」
制
限
を
は
ず
す
方
向
で
事

業
の
計
画
を
進
め
る
。�

　
公
的
施
設
の
耐
震
対
策�

　
庶
務
課
・
学
校
教
育
課�

　
交
通
防
災
課
・
土
木
課�

　
橋
梁
の
耐
震
化
は
、
18
年
〜

19
年
度
に
事
業
完
了
す
る
こ
と

も
視
野
に
計
画
策
定
す
る
。�

　
校
舎
、
公
的
施
設
、
本
庁
舎
の

耐
震
対
策
は
、
そ
の
他
の
公
的
施

設
（
文
化
会
館
、
保
育
園
、
水
道

施
設
）
な
ど
も
含
め
て
、
全
体
を

整
理
（
方
針
・
優
先
順
位
な
ど
）

す
る
。�

　
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
推
進�

　
事
業
　
工
業
課�

　
「
発
酵
の
ま
ち
」
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
16
年
度
で
一

区
切
り
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
17

年
度
に
向
け
事
業
を
「
目
的
絞

り
込
み
」
と
「
や
り
方
改
善
」

で
整
理
し
、
熟
度
の
高
い
計
画
を

策
定
す
る
。�

　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー�

　
運
営
事
業
　
農
政
課�

　
今
年
度
は
、
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
担
う
べ
き
事
業
を

明
確
に
し
て
進
め
、
そ
の
成

果
を
的
確
に
把
握
し
評
価
す

る
。�

　
す
ま
い
の
安
全
「
と
う
　

　
か
い
」
　
防
止
対
策
事
業�

　
交
通
防
災
課�

　
基
本
的
に
は
、
行
政
が
担

う
範
囲
を
耐
震
の
診
断
実
施

ま
で
と
す
る
。
国
の
補

助
制
度
が
変
わ
る
17
年

度
に
事
業
を
見
直
す
。�

　
藤
本
四
八
写
真
文
化�

　
賞
　
生
涯
学
習
課�

　
第
5
回
（
平
成
18

年
度
）
ま
で
は
、
や
り

方
を
改
善
し
な
が
ら
「
現

状
維
持
」
す
る
。�

　
や
り
方
改
善
の
視
点

と
し
て
、「
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
」

と
い
う
意
図
の
達
成
に
向
け
、
一

般
市
民
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
企

画
も
考
え
る
。�

　
大
学
設
置
課
題
と
地
域
史
研
　

　
究
事
業(

地
域
史
研
究)�

　
企
画
課
・
歴
史
研
究
所�

　
大
学
構
想
に
つ
い
て
企
画
課
と

歴
史
研
究
所
を
中
心
と
し
て
庁
内

検
討
を
進
め
る
。�

　
将
来
的
に
は
、
歴
史
研
究
所
を

核
と
し
た
大
学
構
想
も
想
定
し
な

が
ら
、
大
学
設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
継
続
し
協
議
し
て
い
く
。�

各
種
事
業
の�

　
　
状
況
を
公
開�

　 
年
度
に
取
り
組
ん
だ
各
種
事

業
の
内
容
、
成
果
、
改
革
・
改
善

点
な
ど
を
事
業
の
担
当
課
が
自
己

評
価
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

そ
の
中
の
政
策
的
課
題
に
関
わ
る

2
6
8
事
業
を
公
開
し
ま
す
。�

事業の状況をまとめた�
「事務事業進行管理表」は�
○市役所の資料コーナー、議会図
　書室、企画課�
○飯田市ホームページ　
http://www.city.iida.nagano.jp/�
kikaku/hyouka/index.htm��

で閲覧できます。�

１７
年
度
の
方
向
性
が�

で
て
い
る
事
業�

　 

在
評
価
し
て
い
る
2
6
8
事

業
で
は
、
「
現
状
維
持
」
が
85

事
業
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
他
の

1
8
3
事
業
は
何
ら
か
の
改
革

改
善
が
必
要
と
い
う
結
果
が
で
て

い
ま
す
。�

　
次
の
事
業
は
、
政
策
評
価
会
議

(

理
事
者
・
部
長
で
構
成)

で
、

事
業
の
担
当
課
で
課
題
と
な
っ
た

も
の
を
協
議
し
、
17
年
度
以
降

の
進
め
方
に
つ
い
て
一
定
の
方
向

が
で
て
い
る
も
の
で
す
。�

前�

現�

行政評価の取組を紹介します�
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　11月10日、合併協議を進めている上村と南信濃村を市民

20人が訪ねました。細いくねくね道を登り切ると、紅や黄色

に染まった南アルプスの山々や天空の里（下栗）が見え、そ

こには昔から続く人の営みがありました。お昼は、天仁の杜

でアマゴを炭焼し、地鶏鍋や五平餅と一緒に食べました。�

　11月6日・7日、「できることからはじめよ

う！健康と環境を考えて」をテーマに、鼎

体育館、鼎公民館、鼎文化センターで行

いました。�

　生活、健康、環境に関係した催しやさ

まざまな展示、体験コーナーのほか、バザ

ーやフリーマーケットなどもあり、大勢の

皆さんでにぎわいました。体力測定をした

り、自然エネルギーを感じたりして、普段

忙しく暮らす毎日を少し振り返ってみるこ

とができました。�

　11月7日・14日・21日・23日の4日間、文化会館と

人形劇場で開催しました。飯田・下伊那で活動してい

るアマチュアの皆さん約2,000人が参加し、1年間の

練習の成果を発表しました。�

生活と環境まつり2004

ひとも地球も健康に�

第18回伊那谷文化芸術祭�

舞台芸術の祭典盛大に�

足の裏測定の風景�

自然エネルギーを考える�

たかぎ いちごキッズ�



� 2004.12.1［広報いいだ］�

　10月31日～11月3日、11月20日～

23日の2回に分けて行いました。�

　全国から96人の参加者が集まり、繁

忙期の農家をお手伝いしました。�

　今回は、柿の生産農家の受入が多

く、柿の収穫や選別、柿むきなどに汗を

流していました。�

　「太陽の光を浴びながらの作業が気

持ちがいいんです」「気分がとてもリフ

レッシュする」と話す参加者の笑顔が、

とても印象的でした。�

　10月29日、中越地震の被災地へ、保健師2人、飯田

清掃㈱の職員4人が派遣されることとなり、出発式が行

われました。この外にも消防職員15人、医療チーム12人

などを派遣しました。1日も早い復旧を祈ります。�

秋のワーキングホリデー�

繁忙期のお手伝い�

遠山郷を訪ねて�
中越地震被災地への支援�

がんばれ！中越の方々�

乗り合い市政ガイド2004秋�

飯田市役所前で助役から激励を受ける�



［広報いいだ］2004.12.1 ��

■問合せ　保健課　保健指導係　内線5514

　
湿
疹
、
皮
膚
炎
の
治
療
に
皮

膚
科
で
は
よ
く
ス
テ
ロ
イ
ド
外

用
薬
（
塗
り
薬
）
を
使
い
ま
す
。

ス
テ
ロ
イ
ド
と
い
う
と
そ
の
効

果
や
副
作
用
に
つ
い
て
質
問
を

い
た
だ
く
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
今
回
は
こ
の
薬
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。�

　
ス
テ
ロ
イ
ド
は
副
腎
皮
質
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
と
い
っ
て
、
副
腎

と
い
う
臓
器
か
ら
分
泌
さ
れ
る

ホ
ル
モ
ン
と
同
様
の
働
き
を
す

る
薬
で
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル

モ
ン
は
、
体
に
ス
ト
レ
ス
が
加

わ
っ
た
と
き
に
体
調
を
整
え
て

く
れ
る
重
要
な
ホ
ル
モ
ン
で
、

い
ろ
い
ろ
な
炎
症
や
免
疫
を
お

さ
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
内

服
薬
や
注
射
薬
の
ほ
か
に
、
外

用
薬
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ

ド
外
用
薬
は
数
十
種
類
あ
り
ま

す
が
、
強
さ
に
よ
っ
て
５
段
階

の
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
ま
す
。�

　
治
療
に
際
し
て
は
、
疾
患
の

種
類
、
炎
症
が
お
き
て
い
る
部

位
や
程
度
、
患
者
さ
ん
の
年
齢

な
ど
を
考
え
て
、
適
切
な
ラ
ン

ク
の
外
用
薬
を
選
択
し
ま
す
。

例
え
ば
皮
膚
の
薄
い
乳
幼
児
に

は
、
成
人
よ
り
弱
め
の
薬
を
使

用
し
ま
す
。
ま
た
一
般
に
、
顔

は
薬
の
吸
収
率
が
高
い
の
で
弱

め
の
薬
を
使
い
ま
す
が
、
重
症

の
病
変
の
と
き
は
、
強
め
の
薬

を
必
要
な
期
間
使
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
一
方
、
手
や
足
の
皮

膚
は
角
層
が
厚
く
、
薬
が
吸
収

さ
れ
づ
ら
い
の
で
、
強
め
の
薬

を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

　
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
の
副
作

用
で
す
が
、
塗
り
薬
は
皮
膚
患

部
に
直
接
作
用
し
、
皮
膚
か
ら

吸
収
さ
れ
て
血
中
に
入
る
量
は

微
量
で
す
。
で
す
か
ら
副
作
用

の
多
く
は
、
塗
っ
た
皮
膚
の
局

所
に
対
す
る
も
の
で
す
。
ス
テ

ロ
イ
ド
は
一
般
に
免
疫
や
炎
症

を
お
さ
え
る
働
き
を
持
つ
の

で
、
皮
膚
の
細
菌
や
真
菌
（
カ

ビ
）
や
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
悪

化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
他
に
は
毛
細
血

管
が
拡
張
す
る
、
皮
膚
が
萎
縮

し
て
薄
く
な
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
副
作
用
は

塗
っ
た
人
す
べ
て
に
お
こ
る
わ

け
で
は
な
く
、
使
用
を
や
め
る

と
徐
々
に
回
復
し
ま
す
。
ス
テ

ロ
イ
ド
外
用
薬
は
、
す
ぐ
れ
た

抗
炎
症
作
用
を
持
つ
薬
で
す
。

医
師
は
皮
膚
の
状
態
に
あ
わ
せ

て
、
効
き
目
や
副
作
用
な
ど
を

考
え
、
慎
重
に
必
要
な
薬
を
選

ん
で
い
ま
す
の
で
、
適
切
に
使

え
ば
治
療
に
非
常
に
役
立
ち
ま

す
。
そ
れ
で
も
疑
問
が
あ
る
と

き
は
ど
う
ぞ
積
極
的
に
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

市立病院　皮膚科�
野網  淑 子  医師�

ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬（
塗
り
薬
）に
つ
い
て�

飯田市母子保健計画の取組から�

おなかに赤ちゃんがいるってどんな感じ？�
～パパのマタニティ体験～�

　新しい「いのち」の芽生えはこの上ない喜び。
しかし妊娠中は、気分が不安定になったり、体調が
優れないことも多く、不安でいっぱい。そんなママ
にとって何よりの支えは、パパが妊娠・育児の大変
さを理解し、協力してくれることです。�
　保健課では、新米パパに、妊娠・出産・育児に積
極的に関わってもらいたいとパパママ教室を年５回
開催しています。この教室は、１回当たり３講座で構
成し、妊婦体験、赤ちゃんのだっこ体験、先輩ママ
からのアドバイスなどを行います。�

　毎回20組くらいの参加があり、妊娠シュミレータ
ーを使って妊婦体験をしたパパからは、「ふとんの
上げ下ろしが大変。おなかで足元が見えなくて危な
い」「反って歩くので腰が痛
い。こんなに重くなるんで
すね。できることは手伝っ
ていきたい」などの感想が
聞かれました。来年は 2月
3日から始まります。ぜひ、
ご参加ください。お申し込
みは、保健課保健指導係ま
でご連絡ください。�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　僕は、機械が好きなので将来はロボット

などをつくる会社に入って、生活に役立つ

ロボットを作りたいです。�

　例えばお年寄りなどの話し相手になる

ロボットを作ったりしたいです。そして、

ホンダ社の作ったASIMOを超えるロボッ

トを作りたいです。�

　他にも人の手では危険な仕事を、操作す

る人と同じ動きができる機能や、自動です

ばやく起き上がれるようなロボットも作

ってみたいです。�

すばらしい�
ロボットを作る�

農業経営者を目指して�

　「かたつむりの会」とは、飯田
市を中心に農業青年で構成して
おり、名前のかたつむりは、歩は
遅くてもかたつむりのように将来、
家をしょって立てる農業経営者を
目指そうと、２０年以上前に設立さ
れました。�
　現在、会員は２８人で、毎月１回
定例会を開き、農業に限らず興味
のある物事について勉強会をした
り、キャンプなどへ行っています。�
　最近、「食の安全安心」への
関心が高まっていますが、私たち
かたつむりの会でも、勉強会の中
で、消費者の方 と々の交流会を行
い、農業をもっと知ってもらおうと７

月から準備を進め、この１１月に
「かたつむりの会・農業きょうみし
んしん消費者交流会」を開催しま
した。�
　交流会というと、堅苦しい感じ
ですが、会員が飼育している豚を
使ったスモークベーコン作りや普段
見ることが少ないキノコの栽培施
設、りんごの管理など、会員宅を

会場に、未来の経営主が自信を
持って説明を行いました。�
　昼には、会員自慢の農産物を
持ち寄り、すき焼きを囲み、自分
の経営の様子を話し、参加者から
の質問に答えていました。�
　参加者からは、生産者の苦労
がわかってよかったとの感想をい
ただき、会員一同初めての企画で
したが、充実した１日でした。�

かたつむりの会　会長　五味和喜 さん�

感動したこと�

　今年は、災害があちこちに発生して
います。天災は人災ともいわれますが、
自然の力を侮ってはいけないと感じま
す。�
　最近、新潟中越地震の被害が報道さ
れています。私も「使い捨てカイロを送
る」呼びかけに参加しました。�
　支所や公民館、社協を窓口にして集

めましたが、わざわざ届けられた方をはじめ、生徒会で「何
かしようよ」と呼びかけて行動を起こした学校や、木曽・松
本地区から宅急便で送ってくれた人、企業で何箱も持ってこ
られたところなどなど、大勢の協力の結果、総数32，633枚
を箱詰めできました。本当にすごいなと感動しました。�

小澤恭子 さん（上郷）�

毎月市民の皆さんに、�
1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言�

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方
にバトンタッチする「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

先月の宮澤　宏 さん（鼎）から�

にしむら  まさ　し�

西村政司 さん�
（三穂小６年）�
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12月の納税�

税目�

納期�

固定資産税（3期）�
国民健康保険税(12月分)

12月27日(月)

年
末
特
別�

滞
納
整
理
を
行
い
ま
す�

歴
史
研
究
所�

１２
月
の
月
例
研
究
会�

　
市
で
は
今
月
を
「
特
別
滞
納

整
理
期
間
」
と
し
て
収
納
業
務

を
強
化
し
ま
す
。
収
納
業
務
に

関
わ
る
職
員
を
大
幅
に
増
や
し
、

該
当
す
る
方
を
訪
問
し
ま
す
。

納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
夜
間
窓
口
の
開
設
も

行
い
ま
す
の
で
納
税
相
談
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
訪
問
期
間
�

　
１２
月
１
日
d
〜
２７
日
b
�

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
行
い

　
ま
す
。�

▼
夜
間
窓
口
設
置
�

○
日
時
�

　
１２
月
６
日
b
〜
２１
日
c
�

　
午
後
５
時
１５
分
〜
８
時
�

※
水
・
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま

　
す
。�

▼
問
合
せ
　
納
税
課
�

　
内
線
５
１
５
４
�

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
毎
月
１

回
研
究
所
員
が
研
究
内
容
を
報

告
し
、
意
見
交
換
す
る
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
日
時
　
１２
月
１１
日
g
�

　
午
後
２
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
研
修
室
�

　（
市
役
所
上
郷
支
所
庁
舎
）�

▼
内
容
�

　「
町
村
と
小
学
校
―
明
治
中

　
期
の
高
等
小
学
校
設
置
に
み

　
る
―
」　
�

　
４
年
制
の
尋
常
小
学
校
に
加

　
え
て
高
等
小
学
校
も
各
町
村

　
の
手
で
設
置
で
き
る
よ
う
に

　
な
っ
た
明
治
２５
年
か
ら
、
人
々

　
は
自
分
の
町
村
に
高
等
小
学

　
校
を
置
こ
う
と
懸
命
に
活
動

　
し
ま
し
た
。
当
時
の
史
料
を

　
読
み
な
が
ら
、
人
々
の
学
校

　
に
か
け
る
思
い
を
探
り
ま
す
。�

▼
報
告
者
�

　
多
和
田
真
理
子
調
査
研
究
員
�

▼
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所
�

　
1
（
５
３
）
４
６
７
０
�

環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー�

１０
年
間
の
活
動
報
告
会�

　
長
野
県
統
計
協
会
下
伊
那
支

部
で
発
行
す
る
「
飯
田
・
下
伊

那
郡
市
勢
要
覧
」
の
予
約
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の
要
覧

は
、
飯
伊
地
域
の
市
町
村
に
関

す
る
主
要
統
計
な
ど
を
収
め
た

小
冊
子
で
す
。�

▼
価
格
　
１
冊
３
０
０
円
�

※
要
覧
と
引
き
換
え
に
頂
き
ま

　
す
。�

▼
申
込
方
法
�

　
申
込
書
に
記
入
し
て
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

　
市
役
所
本
庁
舎
受
付
、り
ん

　
ご
庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、

　
市
役
所
各
支
所
に
用
意
し
て

　
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
締
切
　
１２
月
１７
日
f
�

※
申
込
後
、
品
物
が
届
き
次
第
、

　
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に

　
ご
連
絡
し
ま
す
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
企
画
課
　
情
報
統
計
係
�

　
内
線
２
２
４
３
�

道
路
沿
い
の
竹
や
木
の�

管
理
を
お
願
い
し
ま
す�

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
降
雪
時

に
は
、
道
路
沿
い
の
竹
や
木
な

ど
が
雪
の
重
み
で
道
路
に
垂
れ

下
が
っ
た
り
、
道
路
上
に
倒
れ

た
り
し
て
、
交
通
の
障
害
に
な�

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
道
路
沿
い
の
竹
林

や
山
林
の
所
有
者
は
事
前
に
確

認
し
、
危
険
性
の
あ
る
も
の
は

除
去
す
る
な
ど
、
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
管
理
計
画
課�

　
内
線
２
７
４
５�

　
環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
活
動
が
、

昨
年
度
末
で
１０
年
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
間
の
自
然
観

察
会
や
学
習
会
な
ど
の
活
動
・

調
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。�

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
１２
月
１２
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
　
２
階
講
堂�

▼
報
告�

　「
指
標
動
植
物
調
査
１０
年
の

　
ま
と
め
―
指
標
生
物
か
ら
み

　
た
飯
田
市
の
環
境
―
」�

▼
問
合
せ
　
環
境
保
全
課�

　
内
線
５
２
４
６�
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平
成
１６
年
度
版�

郡
市
勢
要
覧
予
約
受
付�

今月は納期限が通常より�
早いのでご注意ください�

動物園の休園日�

■問合せ 動物園 22-0416

12月 6日b◆13日b�
　◆20日b◆24日f�
　◆27日b◆29日d�
◆30日e◆31日f
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成人式各地区計画表� 　
飯
田
市
成
人
式
を
各
地
区
で

開
催
し
ま
す
。�

▼
期
日
　
来
年
１
月
９
日
a
�

※
よ
り
多
く
の
成
人
の
皆
さ
ん

　
が
参
加
で
き
る
よ
う
、「
成

　
人
の
日
」
前
日
の
日
曜
日
に

　
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
者
�

　
昭
和
５９
年
４
月
２
日
〜
６０
年

　
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

　
の
小
・
中
学
校
い
ず
れ
か
を

　
卒
業
さ
れ
た
方
と
現
在
市
内

　
在
住
の
方
。�

▼
場
所
　
左
表
参
照
�

▼
案
内
　
１２
月
上
旬
に
各
地
区

　
公
民
館
か
ら
該
当
者
の
皆
さ

　
ん
へ
成
人
式
の
開
催
案
内
を

　
お
送
り
し
ま
す
。
内
容
を
確

　
認
の
上
、
出
欠
を
１
月
４
日

　
c
ま
で
に
該
当
地
区
の
公
民

　
館
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

※
案
内
の
あ
っ
た
公
民
館
の
成

　
人
式
へ
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
地
区
公
民
館
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
市
公
民
館
�

　
1（
２
２
）
１
１
３
２
�

成
人
式
は�

1
月
9
日
�
開
催�

　
近
代
日
本
に
お
け
る
都
市
化

の
進
展
に
伴
っ
て
、
農
村
は
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
や

意
識
は
、
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

２０
世
紀
始
め
、
急
激
な
変
化
を

体
験
し
た
東
京
近
郊
農
村
を
事

例
に
考
察
し
ま
す
。�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

○
１２
月
１８
日
g
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
�

○
１２
月
１９
日
a
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分
�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
３
階
�

▼
テ
ー
マ
　
都
市
化
と
農
村
�

　
│
東
京
の
近
郊
│
�

▼
講
師
　
奥
須
磨
子
氏
�

　（
和
光
大
学
経
済
学
部
助
教
授
）�

▼
募
集
人
数
　
３０
人
�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円
�

　（
資
料
代
・
２
日
分
）�

※
１９
日
に
は
、
講
師
を
囲
ん
で

　
昼
食
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所
�

　
1（
５
３
）
４
６
７
０
�

第
7
回�

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
2
0
0
4

（公民館）�
地区名� 電話番号� 開催単位�受付時刻� 式典会場�

橋北� 24-0310

合同開催� 13:30から� 飯田市公民館�橋南� 24-0327

東野� 24-9144

羽場� 23-9749
合同開催� 13:30から� 丸山公民館�

丸山� 23-5872

座光寺� 22-1401
合同開催� 12:30から� ホテルオオミヤ�

上郷� 24-7744

松尾� 22-0091 松尾地区� 12:30から� 松尾公民館�

下久堅� 29-8001 下久堅地区�12:30から�飯田観光ホテルよし乃亭�

上久堅� 29-7001 上久堅地区�11:30から� 上久堅公民館�

千代� 59-2003 千代地区� 12:00から� 千代公民館�

龍江� 27-3004 龍江地区� 11:30から� 龍江公民館�

竜丘� 26-9303 竜丘地区� 13:30から� 竜丘公民館�

川路� 27-2001 川路地区� 12:30から� 川路公民館�

三穂� 27-2032 三穂地区� 13:30から� 三穂公民館�

山本� 25-2001 山本地区� 12:30から� 山本公民館�

伊賀良� 25-7311 伊賀良地区�13:00から� シルクプラザ�

鼎� 22-1284 鼎地区� 12:30から� 鼎文化センター�

三
市
合
同
企
画
第
三
十
六
回�

■問合せ　東栄町経済課　10536(76)1812　http://www.town.toei.aichi.jp

　
花
祭
り
を
保
存
伝
承
す
る
展
示

施
設
と
し
て
、
面
・
衣
裳
・
祭
具
・

古
文
書
や
映
像
資
料
を
用
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
。
臨
場
感
を
伝

え
る
た
め
作
ら
れ
た
舞
庭
（
ま
い

ど
）
に
は
衣
装
を
付
け
た
人
形
が

配
さ
れ
、
花
祭
り
独
特
の
美
し
さ

を
表
現
し
て
い
ま
す
。�

▼
交
通
　
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
東
栄
駅
下

　
車
、
町
営
バ
ス
に
乗
り
換
え
「
本

　
郷
」
下
車
徒
歩
10
分�

■
花
祭
り
（
東
栄
町
）�

　
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
花
祭
り
は
、

遠
く
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
山
伏

や
修
験
者
に
よ
っ
て
天
竜
水
系

に
の
み
に
伝
え
ら
れ
た
奇
祭
り

で
あ
り
、
40
数
種
類
の
舞
が
夜

を
徹
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

毎
年
11
月
か
ら
3
月
ま
で
東

栄
町
内
11
か
所
で
開
催
さ
れ
、

観
光
客
や
里
帰
り
の
人
た
ち
を

迎
え
る
一
大
パ
ー
テ
ィ
ー
の
場
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
の
舞
・
三
つ
舞
・
四
つ
舞
な

ど
数
々
の
舞
と
と
も
に
山
見
鬼
・

榊
鬼
・
茂
吉
鬼
ら
が
笛
と
太
鼓

の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
群
衆
と
と

も
に
乱
舞
す
る
光
景
は
、
今
に

残
る
農
業
信
仰
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
、
神
人
和
合
・
五
穀
豊
穣
・

無
病
息
災
を
祈
る
神
事
芸
能
で

す
。�

花祭会館内部�

北
設
楽
郡
東
栄
町�
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●部門別職員数の状況（各年４月１日現在）�

●定員適正化計画の実績報告�

単位：人（教育長を除く）各年とも４月１日�

部 門 �
職　員　数� 対前年度増減数�

部 門 �

普通会計�

区 分 �

計　　画�
－－�

－－�

－－�

７１８�
実　　績�

平成１５年�
（計画前年）�

－１６�

７０２�

－１６�

７０２�

平成１６年�
（１年目）�

－６�

６９６�

－－�

－－�

平成１７年�
（２年目）�

　－８�

６８８�

－－�

－－�

－３０�

－－�

－－�

－－�

平成１８年�
（３年目）�

平成１６年～１８年�
計�

平成１６年�
０�
４�
０�
－２�
－２�
３�

－１３�
－１０�
－３３�
－１�
－３４�
－４４�
２�
２�

－４２�
１８�
－１�
２�
６�
２５�
－１７�

�
�

０�
－１�
１�
－１�
－３�
３�
－４�
－５�
－５�
０�
－５�
－１０�
－６�
－６�
－１６�
－４�
－１�
－２�
６６�
５９�
４３�
�
�

０�
４�
２�
０�
０�
１�
－５�
２�
－４�
０�
－４�
－２�
１�
１�
－１�
－５�
０�
１�
２�
－２�
－３�
�
�

平成１５年�
６�

１４４�
５３�
１�
３２�
２７�
６７�
３３０�
１９８�
４６�
２４４�
５７４�
１２９�
１２９�
７０３�
５２２�
２６�
３１�
１２２�
７０１�
１,４０４�

�
�
�

６�
１４５�
５２�
２�
３５�
２４�
７１�
３３５�
２０３�
４６�
２４９�
５８４�
１３５�
１３５�
７１９�
５２６�
２７�
３３�
５６�
６４２�
１,３６１�

�

議会�
総務�
税務�
労働�
農林水産�
商工�
土木�
小計�
民生�
衛生�
小計�
計�
教　育�
計�
�

病　院�
水　道�
下水道�
その他�
計�

平成１４年�平成１６年�
６�

１４１�
５２�
４�
３７�
２１�
８４�
３４５�
２３６�
４７�
２８３�
６２８�
１３３�
１３３�
７６１�
５０８�
２８�
３１�
５０�
６１７�
１,３７８�

平成１５年�平成１４年�

一
般
管
理�

一
般
行
政
部
門�

行
政
部
門�

特
　
　
別�

行
政
部
門�

特
　
　
別�

会 

計 

部 

門�

公
営
企
業
等�

福
祉
関
係�

合　　計�

普通会計 計�

●平成16年の職員数の増減状況�

部 門 �増員数�減員数�差引� 主な増減理由�

�

事務の臨職化�

�

勤労者共済会の臨職化�

事務の統廃合縮小�

エコツーリズム推進室等の新設�

動物園の委託等�

�

保育士の退職者不補充�

�

�

�

丸山共同調理場の調理業務委託�

�

�

�

給水業務の臨職化�

事務の統廃合縮小�

飯田荘、第二飯田荘の受入�

�

�

０�
－１�
１�
－１�
－３�
３�
－４�
－５�
－５�
０�
－５�
－１０�
－６�
－６�
－１６�
－４�
－１�
－２�
６６�
５９�
４３�

０�
７�
０�
１�
３�
８�
５�
２４�
５�
０�
５�
２９�
１０�
１０�
３９�
１３�
１�
３�
３�
２０�
５９�

０�
６�
１�
０�
０�
１１�
１�
１９�
０�
０�
０�
１９�
４�
４�
２３�
９�
０�
１�
６９�
７９�
１０２�

議会�
総務�
税務�
労働�
農林水産�
商工�
土木�
小計�
民生�
衛生�
小計�
計�

教　育�
計�
�

病　院�
水　道�
下水道�
その他�
計�

一
般
管
理�

一
般
行
政
部
門�

会 

計 

部 

門�

公
営
企
業
等�

福
祉
関
係�

合　　計�

普通会計 計�

■問合せ　人事課　内線2131・2132

（注）職員数は、一般職に属する職員数です。（教育長、休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています）�

●県内各市（17市）との比較（平成１５年度）�

（※）ラスパイレス指数は国と市の一部の職員の４月１日現在の基本給の月額を
比較した指数で、国の職員の基本給を１００とした場合の市職員の水準を示す一
つの指数です。この他にも市の職員全体で一年間に実際に支払われたすべて
の給与（決算額）の一人あたりの平均額で給与水準を比較する方法や、市民
一人あたりが負担する職員給与費の比較により職員数や職員の給与がその団体
の規模に見合っているかを比較する方法などがあります。�

一般会計の歳出総額に占める職員給の割合�

職員一人あたりの給与費（平均年収）平均年齢４０.５歳�

市民一人あたりが負担する職員の年間給与費�

ラスパイレス指数（※）�

１１.１％�

５,９３０千円�

３９,３２７円�

１００.３�

１１位�

７位�

１５位�

２位�

項 目� 数 値 �順位�

差 引 �

職 員 数 �

差引増減数�

職 員 数 �

①前期間の定員適正化実績について�
　　平成１３年度から平成１５年度末までの３年間で、上郷町との合併直前の職員数に近づけるよう一般行政部門で
　１０人の職員削減を目標に取り組んでまいりました。�
　　第３次計画（平成１３～１５年度）はハートヒル川路等の福祉施設の委託化をはじめ、臨職化を進めた結果、一般
　行政部門で目標を大きく上回る４４人の減員となりました。�

②今後の定員適正化の方向と進め方について�
　　第４次定員適正化計画（平成１６～１８年度）は国の三位一体改革等の影響に伴う厳しい財政見通しや合併を
　見据えた目標値としてまいります。�
　　向こう１０年間（平成１６～２５年度）の目標としては、平成１５年４月の職員数７１８人（普通会計部門）を１０％削減
　することとし、平成１８年４月までに３０人を減員してまいります。�

③定員適正化計画の年次別計画と平成16年の実績�
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市職員の給与などをお知らせします�
市では、市職員の給与などについて、市民の皆さんに、よりいっそう理解していただくため、�

毎年その状況をお知らせしています。�

●人件費の状況（普通会計の決算）�

（注）人件費には、一般職員の給料、手当のほか、特別職に支給される給与、議員報酬、共済費（公務員の医療保険、年金にかかわる事業主負担分）等を含みます。�

区 分 �

１５ 年 度�

歳出総額（Ａ）�

３７,５７２,４２１千円�

うち人件費（Ｂ）�

６,３８３,６４８千円�

人件費比率（Ｂ／Ａ）�

１７.００％�

住民基本台帳人口�

１０５,８４６人（１６年３月３１日）�

●職員給与費の状況（一般会計決算・一般職）�

（注）１. 職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などで、退職手当は含みません。�
  　　２. 職員数は平成１６年４月１日現在。�

区 分 �職 員 数 �
（Ａ）�

１５ 年 度�

給 与 費 �

２,６７４,２８５千円�

給　　料�

４４０,０１４千円�

職員手当�

１,０４８,３１６千円�

期末・勤勉手当�

４,１６２,６１５千円�

計（Ｂ）�

５,９３０千円�

一人当り給与費�
（Ｂ／Ａ）�

７０２人�

●職員の手当の状況（１６年４月１日現在）�

期
末
手
当�

勤
勉
手
当�

退
職
手
当�

（１６年度支給割合）    期末手当  　勤勉手当�
　　　　　 ６月期 　１.４０月分　　０.７月分�
　　　　　１２月期 　１.６０月分　　０.７月分�
　　　　    　 計　　 ３.００月分　　１.４月分�

支 給 率　    　　自己都合　 　 勧奨・定年�
勤続２０年    　　２１.０  月分    　 ２７.３ 月分�
勤続２５年   　 　３３.７５月分   　  ４４.１２月分�
勤続３５年    　　４７.５  月分    　 ５９.２８月分�
最高限度額    　５９.２８月分    　 ５９.２８月分�

区分�

●特別職の報酬等の状況（１６年４月１日現在）�

区分�

●職員の初任給の状況（１６年４月１日現在）�
区 分 � 国�

一般行政職�
大学卒（試験）�

高校卒（試験）�

１７０,７００～１８４,４００円�

１３８,８００円�

長　野　県�

１６８,５３０円�

１３６,１３５円�

飯　田　市�

１７７,４００円�

１４３,３００円�

●飯田市職員の給与モデル（一般行政職・大学卒）�

期　末　手　当�

市 長 �

助 役 �

収入役�

議 長 �

副議長�

議 員�

８７６,０００円�

７２０,０００円�

６４０,０００円�

４８４,０００円�

４２３,０００円�

３９５,０００円�

�給　料・報　酬�

年齢� 職責� 扶養親族� 管理職手当� 住居手当�通勤手当� 給与月額� 期末・勤勉手当�寒冷地手当� 年　収�扶養手当�給料（基本給）�勤続年数�

２５才�

３５才�

４０才�

４５才�

５０才�

５７才�

３年�

１３年�

１８年�

２３年�

２８年�

３５年�

主事�

指導主事�

主査�

係長�

課長�

部長�

２０５,７００�

３１５,６００�

３５３,３００�

３９６,２００�

４２０,１００�

４６１,１００�

なし�

配偶者・子１人�

配偶者・子２人�

配偶者・子２人�

０�

０�

０�

０�

５０,４１２�

６９,１６５�

０�

１９,５００�

２５,５００�

２５,５００�

３０,５００�

２４,５００�

０�

０�

３,０００�

３,０００�

３,０００�

３,０００�

５,５００�

５,５００�

５,５００�

５,５００�

５,５００�

５,５００�

２１１,２００�

３４０,６００�

３８７,３００�

４３０,２００�

５０９,５１２�

５６３,２６５�

９０５,０８０�

１,５１６,５７２�

１,７８６,４７２�

１,９９４,１０８�

２,２１７,２０６�

２,３９６,８６６�

４８,５００�

１１６,２００�

１３７,８００�

１３７,８００�

１３７,８００�

１１６,２００�

３,４８７,９８０�

５,７１９,９７２�

６,５７１,８７２�

７,２９４,３０８�

８,４６９,１５０�

９,２７２,２４６�

配偶者・子２人�
（内１人教育加算）�
配偶者・子１人�
（教育加算）�

部長�
給料の１５％�
課長�
給料の１２％�

配偶者�
１３,５００円�
子�
６,０００円�

教育加算�
５,０００円�

（注）１. 年収は、各種控除前の額であり、実際にはこの額から所得税や共済掛金（公務員の健康保険や年金にかかわる自己負担分）などが控除された
　　　　額（手取り）が支給されます。�
（注）２. このモデルは設定年齢における標準的な勤続年数の職員モデルであり、すべての職員がこのモデルの年収となっているものではありません。�
　　　　また、すべての職員が設定年齢においてモデルの職責となっているわけではありません。�

自宅　　�
３,０００円�
借家　�
２７,０００円�

以内�

一般職員の�
年間支給月数
期末手当３.０月�
勤勉手当１.４月�

平成２２年まで
に段階的に廃
止します。�

職員平均�（注）上記には
勤務実績に応
じて支給する時
間外勤務手当、
特殊勤務手当
などは含まれて
おりません。�

国・県・飯田市�

�

（１６年度支給割合）�

６月期  １.６月分�

 １２月期  １.７月分�

       計　３.３月分�

（１６年度支給割合）�

６月期  １.６月分�

 １２月期  １.７月分�

       計　３.３月分�
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ  　1(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1(59)8080　ＦＡＸ(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの講座予定�

　12月18日g　13:00～15:30�
　場所：なかまの館、食の工房�
　わけちゃんのお楽しみ劇場（人
　形劇、パネルシアターなど）、　
窯きピザ＆昔ながらのわたが　し
パーティー、クリスマスリ　ースづ
くりなど、盛りだくさ　んの内容
で楽しめちゃいます！ �
※定員150人（予約が必要です）
　ご家族でお申し込みください。�
※材料費1人500円�

▼クリスマスキャンドルづくり�
　12月25日g　13:30～15:00�
▼かざこしかるた�
　1月15日g�
　10:00～12:00　13:30～15:00

▼簡単窯焼きピザ�
　12月19日a　11:00～14:00�
　材料費300円�
▼いももち�
　12月23日-　11:00～14:00�
　※材料費200円�

　1月16日a　13:30～�
　集合場所：なかまの館�
　きびしい冬をたくましくのり　
きるいきものをさがして、そ　の
おどろきの生活方法をしら　べて
みよう！�

　12月19日a　11:30～12:00�
　場所：なかまの館ふくろう文　庫。
子ども向けのおもしろい　お話
です。いざ、落語の世界へ！�

「絵本の読み聞かせ」��
　毎週日曜日　13:30～14:00�
　場所：なかまの館ふくろう文庫�

　場所：なかまの館�
▼かざこしかるた大会�
　1月8日g�
　10:00～12:00 13:30～15:00�
　かるたとりを楽しみながら地　
域のことばを学びます。�
▼成長祈願！子どものかたどり�
　1月9日a�
　10:00～12:00 13:30～15:00�
　模造紙に子どもの「かた」を
　とり、メッセージを書いて、　
今この瞬間の記念にしましょ　
う！　�
▼かざこしすごろく大会�
　1月10日-�
　10:00～12:00 13:30～15:00�
　大きなサイコロをころがし　　
て、あがりをめざします。�

12月25日g 9:00～11:00�
　今年最後の講座は「おやす」作り。�
　「おやす」は三遠南信地方に伝わる風習で、神様
をお祭りする飾り
です。1 年間の
無病息災と家内
安全の願いを込
めて、手作りの
伝統文化でお正
月を迎えましょう。�

12月18日g 9:00～11:00�
　11月13日との連続講座・第2回。前回クズの蔓
から土台を作ったクリスマスリースに身近かな自然物
を利用して、飾り付けをします。きれいなリースで楽
しいクリスマスを迎えましょう。�

1月8日g�
9:00～11:00�
七草がゆを作って食べま
す。春の七草をみんなで
摘んで、1年間の無病息
災を願います。ところで
「春の七草」、全部言え
るかな？�

1月15日g 9:00～15:00�
　森の中にたくさん落ちている「薪」。これを有効利用
して、天竜峡観察路に「カントリーヘッジ」と呼ばれる
自然素材の柵を作ります。みんなの力で天竜峡の森を
より過ごしやすい場所にしよう。�
▼持ち物：汚れても良い服装、お弁当、水筒�

abcdefg-
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市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�市長の留守番電話�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

消費者相談�

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

農業に関する
相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

税 務 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月１４日（火）�
１３:００～１６:００�

１２月１４日（火）�
１３:３０～１６:００�

１２月１２日（日）�
１２月１９日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

１２月２１日（火）�
１３：３０～１６：３０�

１月２１日（金）�
１０：００～１５：００�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週木曜日�
９：００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

１２月１０日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

りんご庁舎３階�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真1枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

専 用 電 話 �

市 役 所 本 庁 �

市役所本庁３階�

社会福祉協議会
1５３-３１８０�

飯田中央保育園
1２２-４１３３�

男女共同参画課
内線５３５２�

ハーネット・いいだ�
1５６-４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎２階�
相 談 室 �

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

家庭児童相談室
内線５３４４�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1５３-８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

税務課�
内線５１４１�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０（予約制）�

農業振興センター�
（農政課内）内線３５２９�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め
の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

1５２-０６３３�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください�各種相談所（50音順）�

■問合せ　環境保全課　廃棄物対策係　内線5248

詳しくは、自動車リサイクルシステムコンタクトセンター�
（103-5673-7396、ＵＲＬ：http://www.jarc.or.jp）にてご確認ください。�

来年１月から�

自動車リサイクル法とは？�
自動車のリサイクルを進めるため、メーカー、輸入業者、関連事業者、自動車の所有者の役割を定めた法
律です。自動車の所有者の役割はリサイクル料金の支払いです。�

リサイクル料金はいくら？�
シュレッダーダストの発生見込み量やフロン類、エアバッグ類の装備状況などにより自動車ごとに違いま
すが、普通乗用車で約１万円前後から２万円です。具体的な金額は、メーカー、輸入業者各社が公表して
いますので、各社のホームページなどでご確認ください。�

来年１月にスタートして、リサイクル料金はいつ支払うの？�
新車を購入する場合は購入時に、今ご使用の自動車は来年１月以降の最初の車検時までに、今ご使用
の自動車を車検を受けずに廃車する場合は廃車時に支払うことになります。�

リサイクル料金は１回払えばいいの？車を売ったらどうなる？�
リサイクル料金の支払いは自動車１台につき原則１回です。また、リサイクル料金支払い済みの車を廃車
せずに売った場合は、支払っていたリサイクル料金は戻ります。（廃車する方がリサイクル料金を負担す
ることになります）�

がスタート�
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京都の日本画�－京都画壇の俊英たち－�

飯田市指定文化財（建造物）�

長石寺本堂（ちょうせきじほんどう）�
時又３２９�

明治３年再建の建物で、一間の向拝（正面に張り出したひさし）
が付けられています。名工として有名な立川和四郎の直系が
請け負った建築として大変貴重で、唐獅子、象、牡丹、龍の彫
刻などに立川流の建築彫刻の特徴がよく現れています。�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 12月6日・13日�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、�

 小中学生200円（150円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�11月13日G～12月19日A

17年2月12日G

17年1月16日A

『夢・大江磯吉の』�「新日本フィルハーモニー交響楽団」�
飯田演奏会�

コンサート　ア・ラ・カルトＶol.20�
ニューイヤーコンサート�

上
村
松
篁
「
立
葵
」
　
明
治
46
年�

　島崎藤村の小説「破戒」のモデルとされる大江磯吉は、明治元年、

飯田市下殿岡の被差別階層の家庭に生まれ、さまざまな差別にあ

いながらも、地域の理解ある人々にも支えられ、理想の教育に向

けて邁進しました。�

　彼の激動の生涯と追いかけ続けた『夢』に、ふじたあさやの作・

演出により市民演劇集団「演劇宿」が迫ります。�

チケット　●一般：2,000円　●高校生以下：1,000円�

 　　　　　全席自由　文化会館ほかで好評発売中�

出　　演　指揮：広上淳一、ピアノ：小山実稚恵�

演奏曲目　Ｊ．シュトラウスⅡ／喜歌劇「こうもり」序曲�

　　　　　ショパン／ピアノ協奏曲 第1番 ホ短調 作品11�

　　　　　ベートーヴェン／交響曲  第6番 ヘ長調「田園」作品68�

チケット　●Ｓ席：6,000円　●Ａ席一般：4,000円�

 　　　　●Ａ席高校生以下：2,000円（全席指定）�

　　　　　　文化会館ほかで好評発売中�

※就学前児童のご入場はご遠慮ください。託児あり（要予約）。�

●
美
術
博
物
館
1（
2
2
）8
1
1
8

●飯田文化会館ホール�
12月10日F・11日G・12日A�

●飯田文化会館ホール�

●飯田人形劇場�

演劇宿公演�

開演18：30

開演14：00

　かつて小京都と呼ばれた飯田で愛された京文化、中でも特
に風雅に彩られた京都画壇の日本画が一堂に会します。土田
麦僊、村上華岳、福田平八郎、徳岡神泉、上村松篁、石
本正など、京都市立芸術大学芸術資料館の所蔵作品をお楽
しみください。�
●子ども美術学校卒業制作展　１２月１４日（火）～１２月１９日（日）�
　平成16年度の「子ども美術学校」の成果を課題作と自画�
　像で発表します。併せてご覧ください。（観覧料　無料）�

10日18：30開演　11日18：30開演　12日11：00/15：00開演�

チケット　●500円　（全席自由）�

 　　　　　文化会館ほかで好評発売中�

ピ
ア
ノ
小
山
実
稚
恵�

つち　だ�

ばくせん� むらかみ� か　がく� ふく　だ�へい はち ろう� とくおか しん せん� うえ むらしょうこう� いし�

もとしょう�

た
ち
あ
お
い�


